




目を欲り」（巻 15 の 3589，秦間満），「ひぐらし
の　鳴きぬる時は　をみなえし　咲きたる野辺を
　行きつつ見べし」（巻 17 の 3951，秦忌寸八千嶋）







































市民による総報告例 4318 件中で 85 件がヒグラ
シの報告で，種としては第 4位の多さであった（世
田谷区みどり政策課 2017）。主な対象種 17 種に
含まれていること自体も示しているが，実際の生
息個体数以上に，ヒグラシに多くの市民が関心を
2019 年 2 月 7日掲載承認
東京都区部の準絶滅危惧種であるヒグラシの
成城学園およびその周辺での分布について
The Distribution of Tanna japonensis （DISTANT 1892）, a Near Threatened Cicada in 
Tokyo Wards Area, on and around the Grounds of Seijo Gakuen































































































































第 10 地点（中央中庭）：1号館と 2号館，3号館
の間の平坦地。3号館前緑地と中央中庭。ケヤキ，
イヌシデ，サクラ，クスノキなどの高木植栽地。




































































































調査日は，2017 年 7 月 20 日から，21 日，22 日，
24 日，28 日，8月 2日，3日，4日，8日，10 日
の 10 日間であった。7月 28 日だけは，佐藤大雅，
松岡あさみ，柳田航の 3名が調査に加わったが，
それ以外の日は，著者一人で実施した。全地点を







































地点：7号館 8号館東，第 14 地点：8号館南）で
は，鳴き声を確認できなかった。
また仙川の左岸では 3地点（第 19 地点の大プー
ル脇から第 21 地点の祖師谷 3丁目公園まで）で
調査したが，鳴き声が確認できた場所はなかった。







調査地点番号 第 1 地点 第 2 地点 第 3 地点 第 4 地点 第 5 地点 第 6 地点 第 7 地点 第 8 地点 第 9 地点 第 10 地点 第 11 地点 第 12 地点 第 13 地点 第 14 地点 第 15 地点 第 16 地点 第 17 地点 第 18 地点 第 19 地点 第 20 地点 第 21 地点











法人棟前 中央中庭 1 号館中庭 2 号館東
7 号 館 8
号館東







大 プ ー ル
脇
幼稚園脇
祖 師 谷 3 丁
目公園
環　境
高木相の発達 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○
低木・草本層の発達 ○ ○ △ × × × × × △ × △ △ △ △ ○ × ○ × × × ×
落葉の堆積 ○ ○ ○ × × × × × △ × △ △ × △ ○ × ○ × △ × ×
暗さ・湿潤 ○ ○ ○ × × × △ × △ × △ △ △ △ ○ × ○ × △ △ △
静かさ ○ ○ ○ × × × △ × × × ○ △ △ △ ○ × ○ △ △ × ×
調査日 調査時刻帯
7 月 20 日 18:33-19:03
調査時刻 18:33-38 18:38-39 18:40-43 18:45-50 18:53-55 18:57-19:00 19:00-03 18:33-38
声の有無 ① +++ ② +++ ③ ++ ④ - ⑤ - ⑥ - ⑦ - ① -
7 月 21 日 18:15-18:26
調査時刻 18:15-18:17 18:15-18:17 18:18-20 18:25-26
声の有無 ① +++ ① - ② - ③ -
7 月 22 日 18:16-18:45





声の有無 ① +++ ② - ③ - ④ - ① - ⑤ -; ⑧ - ⑥ -; ⑦ -
7 月 24 日 18:08-18:49
調査時刻 18:08-49 18:08-49
声の有無 ① +++ ① -




18:45-47 18:15-17 18:08-10 17:58-18:03 18:19-21 18:34-36 18:30-32
声の有無 ① +++ ⑦ +；⑧ ++ ⑨ - ③ - ② - ① - ④ - ⑥ - ⑤ -
7 月 28 日 B 18:14-18:28
調査時刻 18:14-17 18:20-28
声の有無 ① - ② +++
7 月 28 日 C 18:04-18:27







声の有無 ① +++ ② +++ ③ +++ ① - ④ - ⑤ - ⑥ -
8 月 2 日 18:35-18:44
調査時刻 18:35-37 18:37-44
声の有無 ① ++ ② -






18:31-33 18:12-17 18:12-17 18:19-24 18:25-30
声の有無 ① +++; ⑧ +++ ② +; ⑦ + - ③ - ④ - ⑤ - ⑥ -











① +++; ③ +++;
⑧ +++
④ ++；⑦ - ⑤ - ⑥ - ① -; ② -
8 月 8 日 18:35-18:45
調査時刻 18:35-38 18:40-45
声の有無 ① - ② +++






17:26-28 17:30-32 17:23-25 17:20-22 17:18-19
17:34-36; 
17:53-56
声の有無 ① +++; - ④ ++; ⑨ - ⑤ - ⑥ - ④ - ③ - ② - ⑦ -; ⑧ -
調査回数（日単位） 8 2 5 2 3 5 1 3 2 8 2 2 2 1 2 2 2 2 3 2 2
鳴いていた回数（日単位） 8 2 5 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0
環境の 5 項目の詳細については，本文を参照。
各調査日の一行目は，観察時刻を，2 行目は観察結果を示す。-：ヒグラシの声が聞こえなかった，＋：1 あるいは 2 個体だけが鳴いていた，
＋＋：数個体が鳴いていた，＋＋＋：多くの個体が鳴いていて，声がかなり連続して聞こえてきた。
丸囲みの数字（①など）は，その日の調査順序を示す。




調査地点番号 第 1 地点 第 2 地点 第 3 地点 第 4 地点 第 5 地点 第 6 地点 第 7 地点 第 8 地点 第 9 地点 第 10 地点 第 11 地点 第 12 地点 第 13 地点 第 14 地点 第 15 地点 第 16 地点 第 17 地点 第 18 地点 第 19 地点 第 20 地点 第 21 地点











法人棟前 中央中庭 1 号館中庭 2 号館東
7 号 館 8
号館東







大 プ ー ル
脇
幼稚園脇
祖 師 谷 3 丁
目公園
環　境
高木相の発達 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○
低木・草本層の発達 ○ ○ △ × × × × × △ × △ △ △ △ ○ × ○ × × × ×
落葉の堆積 ○ ○ ○ × × × × × △ × △ △ × △ ○ × ○ × △ × ×
暗さ・湿潤 ○ ○ ○ × × × △ × △ × △ △ △ △ ○ × ○ × △ △ △
静かさ ○ ○ ○ × × × △ × × × ○ △ △ △ ○ × ○ △ △ × ×
調査日 調査時刻帯
7 月 20 日 18:33-19:03
調査時刻 18:33-38 18:38-39 18:40-43 18:45-50 18:53-55 18:57-19:00 19:00-03 18:33-38
声の有無 ① +++ ② +++ ③ ++ ④ - ⑤ - ⑥ - ⑦ - ① -
7 月 21 日 18:15-18:26
調査時刻 18:15-18:17 18:15-18:17 18:18-20 18:25-26
声の有無 ① +++ ① - ② - ③ -
7 月 22 日 18:16-18:45





声の有無 ① +++ ② - ③ - ④ - ① - ⑤ -; ⑧ - ⑥ -; ⑦ -
7 月 24 日 18:08-18:49
調査時刻 18:08-49 18:08-49
声の有無 ① +++ ① -




18:45-47 18:15-17 18:08-10 17:58-18:03 18:19-21 18:34-36 18:30-32
声の有無 ① +++ ⑦ +；⑧ ++ ⑨ - ③ - ② - ① - ④ - ⑥ - ⑤ -
7 月 28 日 B 18:14-18:28
調査時刻 18:14-17 18:20-28
声の有無 ① - ② +++
7 月 28 日 C 18:04-18:27







声の有無 ① +++ ② +++ ③ +++ ① - ④ - ⑤ - ⑥ -
8 月 2 日 18:35-18:44
調査時刻 18:35-37 18:37-44
声の有無 ① ++ ② -






18:31-33 18:12-17 18:12-17 18:19-24 18:25-30
声の有無 ① +++; ⑧ +++ ② +; ⑦ + - ③ - ④ - ⑤ - ⑥ -











① +++; ③ +++;
⑧ +++
④ ++；⑦ - ⑤ - ⑥ - ① -; ② -
8 月 8 日 18:35-18:45
調査時刻 18:35-38 18:40-45
声の有無 ① - ② +++






17:26-28 17:30-32 17:23-25 17:20-22 17:18-19
17:34-36; 
17:53-56
声の有無 ① +++; - ④ ++; ⑨ - ⑤ - ⑥ - ④ - ③ - ② - ⑦ -; ⑧ -
調査回数（日単位） 8 2 5 2 3 5 1 3 2 8 2 2 2 1 2 2 2 2 3 2 2
鳴いていた回数（日単位） 8 2 5 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0
結果の表の中への記述の仕方
－：聞こえなかった。＋：1 あるいは 2 個体だけが鳴いていた。＋＋：数個体が鳴いていた。＋＋＋：多くの個体が鳴いていて，声がか
なり連続して聞こえてきた。
各調査日の一行目は，観察時刻を，2 行目は観察結果を示す。－：ヒグラシの声が聞こえなかった，＋：1 あるいは 2 個体だけが鳴いて
いた，＋＋：数個体が鳴いていた，＋＋＋：多くの個体が鳴いていて，声がかなり連続して聞こえてきた。
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